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前  奏 黙想 

讃 美 歌  26 こころをかたむけ 

祈  禱 

信仰告白 使徒信条 566 

聖  書  創世記 8:6~12 

    コリントの信徒への手紙一 12:3~4 

讃 美 歌  450 わかき日のみちを 

説  教 『 帰って来ない鳩 』 

祈  禱 

讃 美 歌  494 わが行くみち 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 542 世をこぞりて 

祝  禱   後  奏        

箱舟からノアは烏を放つが、地上はまだ水に覆われており、烏は離れない(創世 8:7)。次にノアは鳩

を放つがすぐに戻って来た(8:9)。七日経って再び鳩を放つと、夕方になってオリーブの葉をくわえて

帰って来た(8:11)。かなり遠くまで飛んで行き、水面に出ていた枝を折取り、枝を水に浮かべて休み

ながら帰って来たのか。「彼は更に七日待って、鳩を放した。鳩はもはやノアのもとに帰って来なかっ

た(8:12)」。地表が乾いたことの吉報だが(8:13)、自由になって帰って来ないのは、清々しく寂しい。 

救いには、「帰って来ない鳩」のごとく孤独な自由がある。思い巡らせていると、復活したイエスが

脳裏に浮かんだ。キリストの体たるパンに与ると「二人の目は開け、イエスだと分かったが、その姿

は見えなくなった(ﾙｶ 24:31)」。恵みをいただき自由の孤独に放り出されることで、二人の弟子は己が

深部で燃えていた真実の命を自覚する(24:32)。あたかも人間の原形アダムとエバのように(創世 3:23)。 

 「聖霊によらなければ、だれも〔イエスは主である〕とは言えない(Ⅰｺﾘﾝﾄ 12:3)」。聖霊とは「賜物

にはいろいろあるが、それをお与えになるのは同じ霊(12:4)」。同じ聖霊が、私たち一人ひとりに応じ

た賜物をお与えになる。聖霊は同じ“霊”であり、同じ“主”であり(12:5)、同じ“神”(12:6)。だが

賜物はいろいろ(12:4)、務めはいろいろ(12:5)、働きはいろいろだ(12:6)。私たちが「いろいろ」であ

ることで教会の益となる(12:7)。「イエスは主である(12:3)」と一致した告白をすると同時に、「神の息

(聖霊)」を吹きこまれて自分の固有性を生かしめる。大胆に、己が賜物と、務めと、働きを発揮する。 

私たち各々の賜物は他者には分かるまい。それどころか、見えうる務めや働きでさえ分りえないか

もしれない。ただ同じ聖霊によって「イエスは主である(12:3)」と告白する。それが何よりの信頼で

あり、教会における私たちの根源的な了解だ。分らないものは分らぬままでよい。分ることは私が「分

る程度」の認識でよい。気が合うとか、ウマが合うとか、価値観が同じとか、そんな表面のことでは

ない。「イエスは主である」という人間にとっての一大事で、私たちは結びついている者同士なのだ。 

「鳩は夕方になってノアのもとに帰って来た。見よ、鳩はくちばしにオリーブの葉をくわえていた

(創世 8:11)」。鳩とは聖霊の比喩(ﾙｶ 3:22)。聖霊である鳩がくわえて来た「オリーブの葉」とは何か。

「イエスは主である」という真実だ。そのことは聖書のあちこちで証しされているが、聖霊なる鳩が

それを運んで来なければ、誰も「イエスは主である」、「キリストである」とは言えない(Ⅰｺﾘﾝﾄ 12:3)。 

聖霊を受けた私たちは、いつまでも狭い箱舟に留まってはいない。七日も経てば、私たちは聖霊と

共に旅立ち(創世 8:12)、洪水で沃野となった地を耕す者となるだろう。「帰って来ない鳩」として、孤

独な自由さの中でのびのびと、各々の賜物を生かして務め働くだろう(Ⅰｺﾘﾝﾄ 12:5~6)。孤独だが一人

ぼっちではない。「イエスは主である」ことで皆が一つだから。ここには、強制も同調圧力もない。 

箱舟は教会ではない。教会は、旅立った先の広々とした沃野に在る。聖霊である鳩がくわえて来た

オリーブ林の傍らに建てられている。「これらすべてのことは、同じ“霊”の働きであり～それを一人

一人に分け与えてくださる(12:11)」。自由な私たちは、それほどにじっと見つめられ、愛されている。 

聖霊この涼しき風(pneuma) 時に大嵐(ruah)として現われる だから安らかに祈る恵みもあれば 

すっ飛ばされる日もある 聖霊は創造 AI もその一つか 創造に参与する私たちに任されている 
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礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳教会」で検索して下さい。 


